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書
評
　
白
石
典
之
『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
誕
生
』
（
講
談
社
、

二
〇
一
七
年
）

　
　
　
白
石
典
之
「
コ
ラ
ム
４
　
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
勃
興
と
自
然

環
境
」（
白
石
典
之
編
『
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
と
そ
の
時
代
』

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）

は
じ
め
に

　
こ
の
書
評
は
、
書
評
と
し
て
は
異
例
で
あ
る
が
、
こ
の
特
集
の
テ

ー
マ
に
合
わ
せ
て
、白
石
典
之
『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
誕
生
』
の
中
で
、

一
二
世
紀
後
半
か
ら
一
三
世
紀
前
半
の
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
勃
興
期
の

気
候
と
歴
史
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
部
分
を
と
り
あ
げ
た
い
。
ほ

ぼ
同
じ
内
容
を
持
つ
、
白
石
典
之
「
コ
ラ
ム
４
　
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン

の
勃
興
と
自
然
環
境
」
も
あ
わ
せ
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　
白
石
典
之
は
、
モ
ン
ゴ
ル
高
原
東
部
の
ア
ウ
ラ
ガ
で
チ
ン
ギ
ス
・

カ
ン
宮
殿
祉
を
発
見
し
、
そ
こ
で
発
掘
し
た
成
果
を
発
表
し
て
、
国

際
的
に
も
評
価
さ
れ
て
い
る
考
古
学
者
で
あ
る
。
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン

に
つ
い
て
い
く
つ
も
の
著
書
を
持
ち
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
勃
興
期
の
研

究
に
考
古
学
と
歴
史
学
の
両
面
か
ら
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
。
そ
の

な
か
で
、
積
極
的
に
古
気
候
学
の
成
果
を
用
い
ら
れ
て
、
チ
ン
ギ
ス
・

カ
ン
勃
興
期
の
気
候
に
つ
い
て
、
独
自
の
白
石
説
を
提
示
さ
れ
て
い

る
。
白
石
説
は
、
端
的
に
言
え
ば
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
が
台
頭
し
、

　
書
評
二

　
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
初
期
の
気
候
変
動

　
　
―
白
石
典
之
『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
誕
生
』

　
　
宇
　
野
　
伸
　
浩
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史
苑
（
第
八
二
巻
第
二
号
）

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
が
建
国
さ
れ
た
一
二
〇
〇
年
前
後
の
時
期
は
、冷
涼
・

乾
燥
だ
っ
た
と
い
う
説
で
あ
る
。
こ
の
説
に
関
係
す
る
論
文
を
参
照

し
な
が
ら
論
点
・
疑
問
点
を
整
理
し
て
、
歴
史
学
・
考
古
学
・
古
気

候
学
の
連
携
と
い
う
学
際
的
な
研
究
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
一
助
と

し
た
い
。

一
　
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
勃
興
期
の
冷
涼
・
乾
燥
説

　
白
石
が
批
判
の
対
象
と
し
た
の
は
、
気
候
変
動
と
文
明
の
盛
衰
に

つ
い
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
生
み
出
し
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
ブ

ラ
イ
ア
ン
・
フ
ァ
イ
ガ
ン
の
説
で
あ
る
。
白
石
は
、
中
世
温
暖
期

が
も
た
ら
し
た
干
ば
つ
に
よ
る
ス
テ
ッ
プ
社
会
の
疲
弊
が
チ
ン
ギ

ス
・
カ
ン
と
い
う
リ
ー
ダ
ー
を
生
み
出
し
た
原
動
力
だ
と
し
た
フ
ァ

イ
ガ
ン
説
を
批
判
し
た
。
フ
ァ
イ
ガ
ン
と
白
石
が
用
い
た
古
気
候
学

の
デ
ー
タ
は
同
じ
も
の
で
あ
り
、
ダ
リ
ー
ゴ
ら
に
よ
る
樹
木
の
年
輪

幅
を
利
用
し
た
夏
季
平
均
気
温
の
復
元
の
研
究
で
あ
る
（D

’Arrigo 
et al. 2001

）。
ダ
リ
ー
ゴ
ら
や
フ
ァ
イ
ガ
ン
が
注
目
し
た
の
は

一
二
〇
〇
年
代
前
半
の
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
拡
大
期
の
温
暖
化
で
あ
り
、

一
二
世
紀
前
半
の
低
温
期
の
存
在
も
指
摘
し
た
。
一
方
、
白
石
は
、

ガ
レ
ス
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
が
一
九
七
四
年
の
研
究
で
西
暦
一
二
〇
〇

年
前
後
を
近
世
の
小
氷
期
に
並
ぶ
低
温
期
と
し
て
復
元
し
た
先
駆
的

な
研
究
を
評
価
し
た
上
で
、
近
年
の
古
気
候
学
の
デ
ー
タ
に
お
い
て

も
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
勃
興
期
の
一
二
〇
〇
年
前
後
に
冷
涼
期
を
確

認
で
き
る
と
考
え
た
。
そ
の
際
、
白
石
が
根
拠
と
し
た
の
は
、
ダ

リ
ー
ゴ
ら
の
研
究
を
さ
ら
に
進
め
た
ゴ
ー
ド
ン
・
ジ
ャ
コ
ビ
ー
の

二
〇
〇
九
年
の
研
究
で
あ
る
。
ジ
ャ
コ
ビ
ー
が
作
成
し
た
夏
季
平
均

気
温
の
グ
ラ
フ
に
は
、
一
一
八
〇
年
か
ら
一
二
〇
四
年
に
冷
涼
期
が

あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
（Jacoby 2009, p.54

）。
ジ
ャ
コ
ビ

ー
自
身
は
、
冷
涼
期
の
存
在
を
認
め
な
が
ら
も
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン

の
台
頭
に
結
び
つ
け
て
論
じ
る
こ
と
を
否
定
し
た
が
、
白
石
は
そ
の

点
を
疑
問
視
し
、
冷
涼
期
の
存
在
を
重
視
し
た
。

　
さ
ら
に
、
白
石
が
と
り
あ
げ
た
の
は
、
ニ
ー
ル
・
ペ
ダ
ー
ソ
ン
の

研
究
で
あ
る
。
ペ
ダ
ー
ソ
ン
の
研
究
は
、
気
温
で
は
な
く
降
水
量
を

分
析
し
た
研
究
で
あ
る
。
樹
木
の
年
輪
か
ら
降
水
量
の
変
動
を
分
析

し
、
一
二
一
一
年
か
ら
一
二
二
五
年
の
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
拡
大
期
は

非
常
に
湿
潤
な
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
、
一
方
、
一
一
八
〇
年
代
か

ら
一
三
世
紀
初
期
は
乾
燥
し
た
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た

（Pederson et al. 2014

）。
白
石
は
、
ジ
ャ
コ
ビ
ー
の
研
究
と
ペ

ダ
ー
ソ
ン
の
研
究
を
結
び
つ
け
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
勃
興
期
は
冷
涼
・

乾
燥
で
あ
っ
た
と
い
う
説
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
日
本
の
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
を
研
究
し
て
い
る
考
古
学
者

や
歴
史
学
者
が
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
古
気
候
学
の
論
文
を
用
い
、
そ

の
成
果
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
こ
と
は
な
く
、
白
石
の
古
気
候
学

の
研
究
の
紹
介
と
解
説
は
、
お
お
い
に
我
々
を
刺
激
す
る
も
の
で
あ
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モ
ン
ゴ
ル
帝
国
初
期
の
気
候
変
動
（
宇
野
）

る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
を
重
視
し
、
現
地
の
生
態
環
境
に
精
通
し
て
い
る

考
古
学
者
の
強
み
が
生
か
さ
れ
た
研
究
で
も
あ
る
。

　
し
か
し
、一
二
～
一
三
世
紀
の
気
候
変
動
に
関
す
る
ジ
ャ
コ
ビ
ー
、

ペ
ダ
ー
ソ
ン
、
ダ
ビ
ら
の
文
献
を
よ
く
読
ん
で
み
る
と
、
こ
れ
ら
の

論
文
は
必
ず
し
も
冷
涼
・
乾
燥
説
を
支
持
し
て
い
る
よ
う
に
は
思
わ

れ
な
い
。
以
下
個
別
に
論
じ
て
み
た
い
。

二
　
ゴ
ー
ド
ン
・
ジ
ャ
コ
ビ
ー
の
研
究

　
ジ
ャ
コ
ビ
ー
は
、
二
〇
〇
九
年
に
出
版
さ
れ
た
『
チ
ン
ギ
ス
・
カ

ン
と
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
』
に
「
年
輪
、
気
候
史
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
」

と
い
う
短
文
を
発
表
し
た( Jacoby 2009, pp.53-55)

。
彼
は
そ

の
中
で
、
四
つ
の
年
輪
記
録
に
も
と
づ
い
て
西
暦
九
〇
〇
年
か
ら

二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
夏
季
平
均
気
温
を
グ
ラ
フ
で
示
し
、
そ
の
う
ち

一
一
六
〇
年
か
ら
の
一
二
六
〇
年
の
部
分
を
拡
大
し
て
示
し
た
。
白

石
が
自
説
の
根
拠
と
し
て
引
用
し
た
の
は
、
こ
の
拡
大
し
た
グ
ラ
フ

で
あ
る
。
ジ
ャ
コ
ビ
ー
は
文
章
の
中
で
、
グ
ラ
フ
の
も
と
に
な
っ
た

四
つ
の
年
輪
記
録
に
つ
い
て
詳
し
く
は
解
説
し
て
い
な
い
が
、
モ
ン

ゴ
ル
高
原
東
部
の
ヘ
ン
テ
ィ
ー
山
脈
の
二
本
の
現
生
木
か
ら
採
取
し

た
デ
ー
タ
に
言
及
し
て
い
る( Jacoby 2009, p.54)

。
ジ
ャ
コ
ビ

ー
は
こ
の
短
文
の
も
と
に
な
る
論
文
と
し
て
、A Central Asian 

M
illennial Tem

perature R
ecord based on Tree R

ings 

from
 M

ongolia

と
い
う
二
〇
〇
九
年
の
論
文
を
文
献
リ
ス
ト
に
あ

げ
て
い
る
が
（Fitzhugh et al., 2009, p.304

）、
そ
こ
に
は
「
改

訂
中
」
と
あ
り
、
実
は
結
局
こ
の
論
文
は
学
術
論
文
と
し
て
発
表
さ

れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、ジ
ャ
コ
ビ
ー
は
二
〇
一
四
年
に
亡
く
な
り
、

共
同
研
究
者
の
ニ
コ
ル
・
ダ
ヴ
ィ
が
、
ジ
ャ
コ
ビ
ー
が
採
取
し
た
資

料
を
継
承
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
最
近
ネ
ッ
ト
上
の
記
事
で
説
明
し

て
い
る
（D

avi 2021

）。
白
石
説
の
根
拠
と
し
て
引
用
さ
れ
た
グ

ラ
フ
は
、
論
文
と
し
て
は
発
表
さ
れ
な
か
っ
た
デ
ー
タ
で
あ
る
の
で

あ
れ
ば
、
こ
れ
を
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
勃
興
期
の
気
候
変
動
研
究
の
根

拠
と
す
る
こ
と
は
、
無
理
が
あ
る
と
思
う
。

三
　
ロ
ザ
ン
ヌ
・
ダ
リ
ー
ゴ
、
ニ
コ
ル
・
ダ
ヴ
ィ
ら
の
研
究

　
ジ
ャ
コ
ビ
ー
と
同
じ
研
究
グ
ル
ー
プ
の
ロ
ザ
ン
ヌ
・
ダ
リ
ー
ゴ
ら

が
、
二
〇
〇
一
年
の
論
文
で
分
析
の
対
象
と
し
た
の
は
、
白
石
が
詳

し
く
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
ハ
ン
ガ
イ
山
脈
の
中
の
、
モ
ン
ゴ
ル

帝
国
の
首
都
カ
ラ
コ
ル
ム
の
西
北
二
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
ソ

ロ
ン
ゴ
テ
ィ
ン
峠Solongotyn D

avaa

（
標
高
二
四
二
〇
メ
ー
ト

ル
）
に
お
い
て
、
シ
ベ
リ
ア
カ
ラ
マ
ツ
の
現
生
木
と
枯
れ
た
古
木
か

ら
採
取
し
た
サ
ン
プ
ル
の
年
輪
で
あ
る
。
ダ
リ
ー
ゴ
ら
は
、
西
暦

二
六
二
年
か
ら
一
九
九
九
年
ま
で
一
七
三
八
年
間
に
お
よ
ぶ
夏
季
平

均
気
温
を
復
元
し
た
。



－  164  －－  165  －

史
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し
か
し
、
ダ
リ
ー
ゴ
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
こ
の
デ
ー
タ
は
精
度
が
高

く
な
い
と
判
断
し
て
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
ニ
コ
ル
・
ダ
ヴ
ィ
が
中
心

と
な
っ
て
発
表
し
た
二
〇
一
五
年
の
論
文
で
は
、
別
の
サ
ン
プ
ル
を

用
い
た
。
ニ
コ
ル
・
ダ
ヴ
ィ
ら
が
分
析
の
対
象
と
し
た
の
は
、
モ
ン

ゴ
ル
高
原
北
部
に
あ
る
フ
ブ
ス
グ
ル
湖
の
西
方
の
オ
ン
ド
ル
・
ズ

ー
ン
・
ノ
ロ
ーÖ

ndör Züün N
uruu

（
標
高
二
四
〇
〇
メ
ー
ト

ル
）
に
生
え
て
い
る
シ
ベ
リ
ア
カ
ラ
マ
ツ
の
現
生
木
と
枯
れ
た
古
木

か
ら
採
取
し
た
サ
ン
プ
ル
の
年
輪
で
あ
る
。
ソ
ロ
ン
ゴ
テ
ィ
ン
峠
も

オ
ン
ド
ル
・
ズ
ー
ン
・
ノ
ロ
ー
も
標
高
が
森
林
限
界
に
近
い
地
点
で

あ
る
と
い
う
点
で
は
条
件
が
近
い
が
、
彼
ら
が
ソ
ロ
ン
ゴ
テ
ィ
ン
峠

の
サ
ン
プ
ル
に
つ
い
て
分
析
が
十
分
で
な
い
と
考
え
た
理
由
は
、
近

く
に
近
現
代
の
気
象
観
測
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
場
所
が
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
年
輪
幅
の
デ
ー
タ
が
、
そ
の
場
所
の
気
象
の
ど
の
よ

う
な
要
素
と
相
関
関
係
が
あ
る
の
か
、
気
温
で
あ
る
の
か
降
水
量
で

あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
近
現
代
の
気
象
観
測
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
確

認
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
近
現
代
の
年
輪
幅
か
ら
得
ら
れ
る

デ
ー
タ
が
、
近
現
代
の
気
象
デ
ー
タ
の
夏
季
平
均
気
温
の
変
動
と
強

い
相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
は
じ
め
て
、
そ
の
デ

ー
タ
の
近
現
代
以
前
の
部
分
を
、
過
去
の
夏
季
平
均
気
温
の
変
動

を
表
す
デ
ー
タ
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
オ
ン
ド
ル
・
ズ

ー
ン
・
ノ
ロ
ー
は
、
最
も
近
い
も
の
と
し
て
レ
ン
チ
ン
ル
フ
ン
ベ

Rinchinlkhüm
be

の
気
象
観
測
デ
ー
タ
が
あ
り
、
少
し
離
れ
た
ム

レ
ンM

üren

、
ブ
ル
ガ
ンB

ulgan

の
気
象
観
測
デ
ー
タ
、
ロ
シ

ア
国
内
の
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
、
ミ
ヌ
シ
ン
ス
ク
の
気
象
観
測
デ
ー
タ
も

使
う
こ
と
が
で
き
た
。
分
析
の
結
果
、
年
輪
幅
は
、
気
温
、
と
く
に

六
月
か
ら
七
月
の
気
温
と
正
の
相
関
関
係
が
あ
り
、
降
水
量
と
は
有

意
の
関
係
が
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
夏

季
の
よ
り
温
暖
な
気
温
が
木
の
成
長
を
促
進
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
オ
ン
ド
ル
・
ズ
ー
ン
・
ノ
ロ
ー
の
サ
ン
プ
ル
に

よ
っ
て
、
西
暦
九
三
一
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で
一
〇
七
五
年
間
の

夏
季
平
均
気
温
の
変
化
を
示
す
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
た
。

　
ダ
ヴ
ィ
ら
が
、
こ
の
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
西

暦
九
三
四
年
か
ら
九
八
四
年
ま
で
の
五
〇
年
間
の
寒
冷
化
、
九
九
六

年
か
ら
一
〇
一
五
年
ま
で
の
温
暖
化
、
一
一
一
一
年
か
ら
一
一
五
五

年
ま
で
の
低
温
期
、
と
く
に
一
一
一
一
年
か
ら
一
一
三
〇
年
ま
で
、

一
一
三
五
年
か
ら
一
一
五
四
年
ま
で
の
最
も
寒
冷
化
し
た
時
期
の
存

在
で
あ
る
。
一
二
世
紀
前
半
の
低
温
期
の
後
は
温
暖
化
に
向
か
い
、

一
五
世
紀
の
一
四
一
二
年
か
ら
一
四
三
一
年
ま
で
に
温
暖
化
の
ピ
ー

ク
が
あ
っ
た
と
す
る
。
こ
の
デ
ー
タ
か
ら
、
一
二
世
紀
前
半
の
低
温

期
の
存
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
一
二
世
紀
後
半
は
や
や
気

温
が
回
復
に
向
か
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ダ
ビ
ら
の
分
析
結

果
か
ら
は
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
勃
興
期
の
冷
涼
期
の
存
在
は
確
認
さ

れ
な
い
。

　
ダ
ビ
ら
の
論
文
で
は
、
①
ソ
ロ
ン
ゴ
テ
ィ
ン
峠
の
サ
ン
プ
ル
か
ら
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得
ら
れ
た
夏
季
平
均
気
温
の
グ
ラ
フ
、
②
オ
ン
ド
ル
・
ズ
ー
ン
・
ド

ロ
ー
の
サ
ン
プ
ル
か
ら
得
ら
れ
た
夏
季
平
均
気
温
の
グ
ラ
フ
、
③
東

ア
ジ
ア
各
地
の
樹
木
か
ら
得
ら
れ
た
年
輪
幅
の
デ
ー
タ
を
解
析
し
て

得
ら
れ
た
東
ア
ジ
ア
夏
季
平
均
気
温
の
グ
ラ
フ
、
の
三
つ
を
比
較
分

析
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
西
暦
九
九
〇
年
か
ら
一
一
一
〇

年
の
中
世
温
暖
期
に
お
い
て
、
オ
ン
ド
ル
・
ズ
ー
ン
・
ド
ロ
ー
の
夏

季
平
均
気
温
の
グ
ラ
フ
は
、
東
ア
ジ
ア
全
体
の
傾
向
と
一
致
し
て
い

る
が
、
ソ
ロ
ン
ゴ
テ
ィ
ン
峠
の
夏
季
平
均
気
温
の
グ
ラ
フ
は
傾
向
が

異
な
る
こ
と
、
一
二
世
紀
の
一
一
一
〇
年
か
ら
一
一
六
〇
年
に
非
常

に
寒
冷
な
時
期
が
あ
る
こ
と
は
、
三
つ
の
デ
ー
タ
に
共
通
し
て
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

四
　
ニ
ー
ル
・
ペ
ダ
ー
ソ
ン
ら
の
研
究

　
ペ
ダ
ー
ソ
ン
ら
に
よ
る
研
究
は
、
現
在
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
て
い

る
研
究
で
あ
る
。
ペ
ダ
ー
ソ
ン
ら
は
、
ハ
ン
ガ
イ
山
脈
北
部
、
カ
ラ

コ
ル
ム
の
西
方
に
あ
る
ホ
ル
ゴK

horgo

で
シ
ベ
リ
ア
カ
ラ
マ
ツ
の

現
生
木
と
そ
の
周
囲
の
枯
れ
た
古
木
か
ら
サ
ン
プ
ル
を
採
集
し
た
。

彼
ら
は
こ
れ
ら
の
サ
ン
プ
ル
か
ら
一
一
一
二
年
分
の
年
輪
デ
ー
タ
を

取
り
出
し
、
こ
れ
を
モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
降
水
量
の
変
動
を
分
析
す
る

資
料
と
し
た
。
こ
の
デ
ー
タ
が
気
温
で
は
な
く
降
水
量
を
分
析
す
る

資
料
と
な
り
え
る
の
は
、
こ
の
シ
ベ
リ
ア
カ
ラ
マ
ツ
が
生
え
て
い
る

場
所
は
、
年
間
雨
量
が
一
六
〇
ミ
リ
以
下
の
乾
燥
し
た
溶
岩
地
帯
で

あ
り
、
樹
木
の
生
育
を
強
く
支
配
す
る
因
子
が
気
温
で
は
な
く
降
水

量
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ペ
ダ
ー
ソ
ン
は
こ
の
年
輪
サ
ン
プ
ル
か
ら
降
水
量
の
変
化
を
分
析

し
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
遠
征
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
拡
大
期
に

当
た
る
西
暦
一
二
一
一
年
か
ら
一
二
二
五
年
が
非
常
に
湿
潤
で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
方
、
そ
の
前
の
一
一
一
五
年
か
ら

一
一
三
九
年
、
一
一
八
〇
年
か
ら
一
一
九
〇
年
に
は
乾
燥
し
た
時
期

が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ペ
ダ
ー
ソ
ン
は
、
一
一
八
〇
年
代

の
乾
燥
期
も
一
二
一
一
年
か
ら
一
二
二
五
年
の
湿
潤
期
も
と
も
に

温
暖
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
（Pederson et al 2014, p.4378, 

fig 4.a

）。
そ
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
社
会
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、

一
一
八
〇
年
代
か
ら
一
三
世
紀
初
期
の
「
乾
燥
し
た
気
象
条
件
（dry 

clim
atic conditions

）」
は
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
極
度
の
政
治
的

不
安
定
と
同
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
（Pederson 

2014, p.4376

）、
問
題
に
し
て
い
る
の
は
乾
燥
だ
け
で
あ
る
（
１
）
。
し

た
が
っ
て
、
ペ
ダ
ー
ソ
ン
ら
の
研
究
は
、
冷
涼
・
乾
燥
説
を
支
持
し

て
い
な
い
。

　
ペ
ダ
ー
ソ
ン
は
、
一
一
八
〇
年
代
か
ら
一
三
世
紀
初
期
ま
で
を

乾
燥
期
と
し
て
い
る
が
、
彼
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
表
し
て

い
る
デ
ー
タ
に
よ
る
と
（Pederson 2014

）、
一
一
八
〇
年
代

の
乾
燥
期
の
後
、
一
二
〇
〇
年
に
湿
潤
化
の
ピ
ー
ク
が
あ
る
。
一
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方
、
ダ
ビ
ら
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
表
し
て
い
る
デ
ー
タ
で

は
、
一
二
〇
〇
年
に
気
温
低
下
の
小
さ
な
ピ
ー
ク
が
あ
る
（D

avi 
2016

）。
両
者
を
合
わ
せ
る
と
、
一
二
〇
〇
年
の
夏
は
低
温
多
雨
の

夏
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
見
解
の
当
否
は
、
こ
れ
ら
の
デ

ー
タ
の
精
度
に
も
か
か
っ
て
く
る
の
で
、
今
後
の
研
究
を
待
ち
た
い

と
思
う
。

五
　
西
暦
一
二
四
八
年
の
大
旱
魃

　
ペ
ダ
ー
ソ
ン
ら
の
研
究
は
、
シ
ベ
リ
ア
カ
ラ
マ
ツ
の
年
輪
幅
の
デ

ー
タ
に
も
と
づ
く
降
水
量
の
変
動
の
分
析
で
あ
る
が
、
近
年
、
樹
木

年
輪
に
含
ま
れ
る
酸
素
同
位
体
元
素
を
用
い
て
降
水
量
を
分
析
す
る

「
酸
素
同
体
比
年
輪
年
代
法
」
と
呼
ば
れ
る
研
究
方
法
が
急
速
に
発

達
し
、
年
輪
幅
に
も
と
づ
く
分
析
よ
り
も
極
め
て
高
い
解
像
度
を
持

つ
方
法
と
し
て
研
究
が
進
み
、
日
本
史
研
究
に
お
い
て
大
き
な
成
果

を
上
げ
て
い
る
（
中
塚
ほ
か
編
、
二
〇
二
〇
、
中
塚
、
二
〇
二
一
）。

モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
樹
木
に
つ
い
て
は
、
酸
素
同
位
体
比
年
輪
年
代
法

に
よ
る
高
解
像
度
の
研
究
は
ま
だ
発
表
さ
れ
て
い
な
い
。将
来
的
に
、

ペ
ダ
ー
ソ
ン
ら
の
年
輪
幅
に
も
と
づ
く
研
究
は
、
酸
素
同
位
体
比
年

輪
年
代
法
に
も
と
づ
く
研
究
に
よ
っ
て
大
幅
に
更
新
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
、
今
後
の
研
究
の
進
展
に
大
い
に
期
待
し
た
い
。

　
現
時
点
で
で
き
る
こ
と
と
し
て
、年
輪
幅
に
も
と
づ
く
デ
ー
タ
が
、

ど
の
程
度
史
料
と
一
致
す
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
は
、
あ
る
程
度
意

味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ペ
ダ
ー
ソ
ン
ら
の
降
水
量
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
を
史
料
と
突
き
合

わ
せ
て
み
る
と
、
一
二
～
一
四
世
紀
に
つ
い
て
も
っ
と
も
よ
く
史
料

と
一
致
す
る
の
は
、
西
暦
一
二
四
八
年
に
発
生
し
た
旱
魃
で
あ
る
。

　
一
二
四
八
年
は
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
第
三
代
の
大
カ
ア
ン
で
あ
る
グ

ユ
ク
の
治
世
の
最
後
の
年
で
あ
り
、
グ
ユ
ク
が
死
去
し
た
年
に
当
た

る
。『
元
史
』
巻
二
、
定
宗
本
紀
に
よ
る
と
、
こ
の
年
に
厳
し
い
旱

魃
に
よ
っ
て
大
型
家
畜
の
大
量
死
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。［

定
宗
（
グ
ユ
ク
）］
三
年
戊
申
、
春
旧
暦
三
月
に
、
皇
帝
が
横

相
乙
兒
と
い
う
地
で
崩
御
し
た
。・
・
・
・
こ
の
年
に
大
規
模

な
旱
魃
が
発
生
し
、
ほ
と
ん
ど
の
河
が
干
上
が
り
、
草
原
で
は

野
火
が
発
生
し
、
牛
と
馬
の
八
割
か
ら
九
割
が
死
に
、
人
び

と
は
生
活
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。（［
定
宗
］
三
年
戊

申
春
三
月
、
帝
崩
于
横
相
乙
兒
之
地
。・
・
・
・
・
是
歳
大
旱
、

河
水
盡
涸
、
野
草
自
焚
、
牛
馬
十
死
八
九
、
人
不
聊
生
。）

　
ペ
ダ
ー
ソ
ン
ら
の
ハ
ン
ガ
イ
山
脈
北
部
の
ホ
ル
ゴ
の
シ
ベ
リ
ア
カ

ラ
マ
ツ
の
サ
ン
プ
ル
に
も
と
づ
く
デ
ー
タ
で
は
、
西
暦
一
二
四
八
年

に
降
水
量
の
大
き
な
低
下
が
あ
り
、
旱
魃
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で

き
る( Pederson 2014)

。
グ
ユ
ク
の
時
代
に
、
大
カ
ア
ン
の
宮
廷

は
ハ
ン
ガ
イ
山
脈
の
カ
ラ
コ
ル
ム
周
辺
を
季
節
移
動
し
て
い
た
の
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で
、
ホ
ル
ゴ
の
デ
ー
タ
に
示
さ
れ
た
降
水
量
の
大
き
な
低
下
は
、
旱

魃
が
宮
廷
を
直
撃
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
に
、
災
害
の
記
録
と
古
気
候
デ
ー
タ
を
突
き
合
わ
せ

る
こ
と
は
、
ひ
と
つ
の
確
実
な
実
証
的
方
法
で
あ
る
。

　
今
後
の
研
究
と
し
て
、
ダ
ビ
ら
の
論
文
で
示
さ
れ
た
一
二
世
紀
前

半
の
モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
夏
季
低
温
期
の
存
在
は
、
東
ア
ジ
ア
全
体
の

夏
季
平
均
気
温
の
傾
向
と
一
致
し
て
い
る
の
で
、
史
料
と
突
き
合
わ

せ
て
検
討
す
る
価
値
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
一
二
～
一
四
世

紀
の
異
常
気
象
に
つ
い
て
は
、
寒
冷
化
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
が
、
旱
魃
が
少
な
か
ら
ず
起
き
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
時

間
的
・
地
域
的
な
多
様
性
に
目
を
向
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
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註（１
）
白
石
は
「
ペ
ダ
ー
ソ
ン
ら
は
こ
の
寒
冷
・
乾
燥
が
、
チ
ン
ギ
ス
・

カ
ン
を
と
り
ま
く
モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
グ
ル
ー
プ
間
の
抗
争
の
原
因
と

み
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
（
白
石
、
二
〇
一
七
、八
五
頁
）、
こ
れ
は

ペ
ダ
ー
ソ
ン
ら
の
主
張
と
は
異
な
る
。

　
　（
広
島
修
道
大
学
教
授
）


